
地方都市Jレ ・ ピュイ市の山の上の教会。 11世紀にまEてられたものだが、 拠教
徒の攻撃から教会を守るため地上80メートルの山の上にある
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．ソ連・勝田吉太郎氏
レニングラードのネフスキー修道院にある左からドストエフス
キ一、 チャイコフスキー、 リムスキー ・ コルサコフの必

．ブラジル ・ 磯村英一氏
右 ・ ブラジルの新首f.5プラジリアに建つ国会議tl�:M. 1••1かつて布上院、 左が
下院。 左・ プラジリア郊外にある・”自由の町” の・ー附で遊」：子どむたち


